
12 月定例会
　子育て特別給付金支援事業に追加補正
議員６名が一般質問
　①田中議員　干ばつにおける畑地かんがい施設の整備に
　　　　　　　ついて ほか

　②上地議員　大空町高齢者移動支援事業について ほか

　③三條議員　公営住宅の現状と今後について ほか

　④齋藤議員　ふるさと納税について ほか

　⑤後藤議員　水田活用の直接支払交付金について
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　除雪や排雪作業も、
北海道ならではの冬景
色の一つではないで
しょうか。
　道路脇に積み重なっ
た雪が大型車両で運び
出される様子は圧巻の
一言です。

OZORA
GIKAI DAYORI



12月定例会12月定例会
令和3年令和3年

12月21日～22日12月21日～22日

大空町議会 12 月定例会は、令和３年度一般会計などの補正
予算、指定管理者の指定や条例改正議案、議会側議案を審議
し、可決しました。

大空町議会 12 月定例会は、令和３年度一般会計などの補正
予算、指定管理者の指定や条例改正議案、議会側議案を審議
し、可決しました。

子
育
て
特
別
給
付
金
支
給
事
業

中
学
生
以
下
の
対
象
者
に
は
、
年
内
に
10
万
円
支
給
へ

一般会計予算に
1億5,389万円を追加補正し、
総額は96億8,503万円に

館
な
ど
の
使
用
料
を
下
げ
た

理
由
を
伺
う
。

　
な
お
、
料
金
改
定
に
あ
た

っ
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

複
数
回
に
わ
た
る
周
知
を
。

総
務
課
参
事

　
　
　
施
設
の
維
持
管
理
費

を
開
館
時
間
等
で
割

り
返
し
て
計
算
し
、
１
時
間
、

あ
る
い
は
一
人
あ
た
り
の
単

価
を
設
定
し
て
料
金
改
定
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
変
更
と
な
る
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
町
民
利
用
の
減
免

措
置
を
設
け
て
い
る
こ
と
も

明
記
し
な
が
ら
、
広
報
等
で

周
知
を
図
り
ま
す
。

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
２
特
別
会
計
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可

決
し
ま
し
た
。

住
替
え
促
進
事
業三

條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
補
正
の
概
要
、
住
替

え
に
対
す
る
問
い
合

き
る
の
か
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
は
年
内
。

保
護
者
が
公
務
員
の
方
、
高

校
生
や
新
生
児
な
ど
申
請
が

必
要
な
方
は
随
時
申
請
を
受

け
、
年
明
け
の
支
給
を
考
え

て
い
ま
す
。

要
望
意
見
書

　
「
地
球
温
暖
化
、
海
水
温

上
昇
に
伴
う
水
産
漁
業
被
害

の
解
明
と
支
援
策
を
求
め
る

要
望
意
見
書
」
、
「
燃
油
等

の
価
格
高
騰
対
策
、
国
の
農

業
予
算
や
運
用
変
更
に
関
す

る
要
望
意
見
書
」
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
報
告

　
令
和
３
年
８
月
か
ら
11
月

ま
で
の
各
会
計
の
現
金
の
出

納
状
況
及
び
基
金
の
状
況
に

つ
い
て
、
検
査
実
施
結
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

条
例
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
が
出
資
す
る
法
人

に
対
す
る
運
営
等
資
金
貸
付

条
例
の
制
定
、
大
空
町
女
満

別
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
改
正
、
大
空

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

大
空
町
が
出
資
す
る
法
人
に

対
す
る
運
営
等
資
金
貸
付
条

例

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
運
営
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
毎
年
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

産
業

課
長

　
　
　
資
金
の
必
要
が
生
じ

れ
ば
、
協
議
の
う
え
、

３
，
０
０
０
万
円
を
限
度
と

し
た
貸
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

大
空
町
女
満
別
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
条
例
等

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
、
地
域
振
興
会

わ
せ
や
動
向
な
ど
を
伺
う
。

移
住・定
住

支
援
室
長

　
　
　
　
　
町
営
住
宅
か
ら

の
住
替
え
や
町

外
か
ら
の
移
住
者
増
加
に
よ

り
、
住
替
え
促
進
助
成
金
に

不
足
が
生
じ
、
増
額
補
正
と

な
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
移
住
者
か
ら
は

戸
建
て
賃
貸
住
宅
の
希
望
が

多
い
こ
と
に
対
し
、
物
件
は

皆
無
に
等
し
く
、
当
該
物
件

の
掘
り
起
こ
し
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
空
き

家
登
録
情
報
の
推
進
に
併
せ

て
、
戸
建
て
賃
貸
住
宅
確
保

に
向
け
て
の
制
度
の
設
計
も

考
え
て
い
ま
す
。

畑
作
構
造
転
換
事
業

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
制
度
の
概
要
を
説
明

し
て
ほ
し
い
。

産
業
課
長

　
　
　
農
業
に
お
け
る
労
働

者
不
足
や
病
害
虫
リ

ス
ク
の
拡
大
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
北
海
道
の
補
助

金
を
活
用
し
、
馬
鈴
し
ょ
や

て
ん
菜
、
豆
類
等
の
省
力
作

業
体
系
や
生
産
性
構
造
技
術

の
導
入
、
輪
作
体
系
を
適
正

化
す
る
た
め
の
作
物
の
導
入

な
ど
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

子
育
て
特
別
給
付
金
支
給
事

業

後
藤
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
所
得
制
限
に
よ
り
、

支
給
対
象
外
と
な
る

件
数
を
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
59
世
帯
、
１
１
５
人

が
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
が
高
校

生
世
代
の
み
の
世
帯
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
所
得
状
況

が
ま
だ
確
認
で
き
な
い
こ
と

か
ら
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

三
條
議
員　

  

Ｑ
　
　
　
大
空
町
で
は
、
年
内

に
10
万
円
を
支
給
で

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
民
間
運
営
に
よ
る

効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

管理施設の名称 指定管理者 指定管理（委託）期間

地域振興施設 大空振興商事
株式会社

令和４年４月１日から
令和９年３月３１日まで

研修会館／
ゲートボール
センター

一般財団法人
大空町青少年
育成協会

令和４年４月１日から
令和７年３月３１日まで

地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と
支援策を求める要望意見書（要旨）

　道内では、海洋観測のデータや南方系魚種の回遊が多くみられることから、海水温の上昇が漁業に大きく影響を及
ぼしているものと推測され、地球温暖化・海水温上昇の原因究明が急務となっている。
　サケ・サンマ等が減少、昆布の水揚げも激減し、この状況は漁業従事者、水産加工業者への影響も含め、地域経済
に大きなダメージを与え、地域の衰退を招きかねない。
　このことは、新型コロナによる飲食店での消費減退に伴う魚価安が水産漁業者の不安を増幅させ、また、赤潮発生
でウニや秋サケなどに被害が及び、経済的損失を被るとともに来年以降の漁に大きな不安を生じさせている。
　よって、国においては、次の措置を早急に講ずるよう強く要望する。
１．カーボンニュートラルの実現を着実に行うこと。
２．海水温上昇に伴う水産漁業等被害の実態調査を行うこと。
３．被害対策の策定と支援を行うこと。
４．長期的な水産振興策の策定と支援を行うこと。
５．赤潮発生による被害対策と漁業支援及び地域支援を行うこと。
６．コロナ禍において飲食店自主規制により魚価安のダメージを受けている水産漁業関連、地域経済に対し、緊急
の経済支援策を行うこと。

　　　燃油等の価格高騰対策、国の農業予算や運用変更に関する要望意見書（要旨）
　コロナ禍で停滞していた経済活動が回復期に入り、燃油価格が高騰し、関連する石油製品、肥料・飼料など生産資
材価格上昇にも波及しており、農畜産物価格が低迷している中、農業経営を圧迫している。
　一方、来年度概算要求において、担い手育成を図るための新規事業「新規就農者育成総合対策」では、これまでの
全額国費負担から地方負担を求める内容となっており、地方自治体の財政差によって取組みできない地域が発生する
可能性がある。
　食料の安定供給と農業の持続的発展を図るため、燃油等の価格高騰対策などについて、万全な政策を講ずるよう下
記の内容を要望する。
１．燃油や生産資材等の価格高騰対策について
・農業用に使用する軽油については、昨年より価格上昇が続いているほか、園芸農家では冬期間において施設ハ
ウス用の燃油使用量が増加することから、価格上昇分を補填する対策を強化するなどの価格高騰対策を講ずる
こと。
・燃油価格高騰に連動して、石油製品をはじめ各種生産資材（肥料、飼料など）に加え、農業用施設などの価格
も高騰し、農業経営を圧迫していることから、農家負担の軽減を図る対策を講ずること。

２．新規就農者育成総合対策の地方自治体負担の軽減について
・新規就農者育成総合対策については、新規就農者や後継者などの円滑な就農が促進されるよう、十分な予算を
確保すること。
・来年度からは、これまでの全額国による財政負担から、地方負担が課せられる内容となり、限られた地方自治
体の財源によって取組みに差が生じる可能性があることから、引き続き国が全額財政負担すること。

★上記２件の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

採
択
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条
例
の
一
部
改
正

　
大
空
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

冬
期
生
活
支
援
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
事
業
の
詳
細
と
支
給

時
期
を
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
灯
油
価
格
の
高
騰
に

よ
り
、
影
響
が
深
刻

と
な
る
非
課
税
世
帯
の
高
齢

者
世
帯
等
に
対
し
、
冬
期
に

お
け
る
採
暖
費
用
と
し
て
１

世
帯
あ
た
り
１
万
円
の
商
品

券
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
準
備
が
で
き
次
第
、
支
給

を
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
特
別
給
付
金
支
給
事

業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
事
業
の
詳
細
と
支
給

時
期
を
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
等

を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
の

生
活
を
支
援
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
対
象
者
一
人
あ
た

り
５
万
円
を
支
給
す
る
も
の

で
す
。

　
中
学
生
以
下
は
、
年
内
の

支
給
。
高
校
生
や
新
生
児
、

保
護
者
が
公
務
員
の
世
帯
は
、

申
請
が
あ
り
次
第
の
支
給
を

考
え
て
い
ま
す
。

子育て特別給付金、冬期生活支援給付費
などに 5,604 万円追加補正
11月 30日に開催した第４回臨時会では、条例改正議案、一般会
計補正予算を審議し、可決しました。

11
月
臨
時
会

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
民
間
運
営
に
よ
る

効
率
化
を
推
進
す
る
た
め
、

大
空
町
東
藻
琴
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
東

藻
琴
福
祉
会
に
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
指
定
期
間
は
、
令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

補
正
予
算

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及

び
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
推
進
事

業

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
支
援
補
助
金
１

０
０
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

総
務
課
参
事

　
　
　
隊
員
１
名
が
３
月
末

で
退
任
し
、
４
月
か

ら
町
内
で
事
業
を
開
始
す
る

予
定
が
あ
り
、
こ
の
起
業
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
補
助
金
は
、
総
務
省

の
規
定
に
よ
り
、
全
額
、
特

別
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
制
度
と
支
給
の
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
参
事

　
　
　

２
月
中
旬
に
支
給
要

件
確
認
書
を
対
象
世

帯
に
発
送
し
、
返
送
さ
れ
た

書
類
を
確
認
後
、
２
月
末
の

給
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

女
満
別
中
央
病
院
医
療
環
境

等
充
実
事
業

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
屋
根
の
改
修
を
行
な

う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

工
事
の
内
容
を
伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
天
窓
の
コ
ー
キ
ン
グ

が
経
年
劣
化
し
、
雨

漏
り
が
あ
る
た
め
、
屋
根
板

金
で
覆
う
工
事
を
行
な
い
ま

す
。

新型コロナウイルス感染症経済対策事業
などに３億 9,055 万円追加補正
１月28日に開催した第１回臨時会では、指定管理者の指定、補正
予算、要望意見書を審議し、可決しました。

１
月
臨
時
会

女満別Ｂ＆Ｇ海洋センターに整備され
利用開始となったトレーニングルーム

東藻琴老人福祉センター

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
経
済
対
策
事
業三

條
議
員　

Ｑ
　
　
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

等
購
入
推
進
事
業
補

助
金
１
，
０
０
０
万
円
の
詳

細
を
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で

大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
消

費
意
欲
の
向
上
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
町
民
の
環
境
負

荷
の
低
減
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
、
省
エ
ネ
機
器

等
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
で
す
。

　
対
象
製
品
は
、
乗
用
自
動

車
、
家
電
製
品
、
高
断
熱
窓

な
ど
と
し
、
１
世
帯
に
つ
き

１
回
、
購
入
費
用
の
２
分
の

１
（
補
助
金
上
限
額
は
５
万

円
、乗
用
自
動
車
は
１0
万
円
）

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
自
費
検
査
費
用
助
成

金
20
万
円
の
補
正
計

上
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
内

や
近
隣
自
治
体
で
も
感
染
者

が
増
加
し
て
い
る
中
、
な
か

な
か
検
査
が
受
け
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

町
営
牧
野
管
理
費三

條
議
員　

Ｑ
　
　
　
町
営
牧
野
管
理
検
討

委
員
会
報
償
費
に
15

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
う
い
う
目
的
で
こ
の
時
期

に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
の

か
伺
う
。

産
業
課
長

　
　
　
町
営
牧
野
は
入
牧
頭

数
が
減
少
し
、
こ
こ

数
年
の
収
支
は
大
幅
な
赤
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
今
後
の
管
理
運

営
の
あ
り
方
や
負
担
の
あ
り

方
に
な
ど
を
協
議
い
た
だ
き
、

今
後
の
方
向
性
を
見
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
い
る
と
思
う
の
で
、
周
知

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
課
長

　
　
　
北
海
道
が
情
報
を
公

表
し
て
い
ま
す
の
で
、

随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
、
お
知
ら

せ
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

職
員
給
与
費

三
條
議
員　

Ｑ
　
　
　
高
校
寄
宿
舎
の
職
員

に
対
す
る
夜
間
勤
務

手
当
の
支
給
と
い
う
こ
と
だ

が
、
昨
年
４
月
か
ら
勤
務
さ

れ
て
お
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
す
る
と
い
う
解
釈
で
よ

い
の
か
伺
う
。

移
住
・
定
住

支
援
室
長

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
シ
フ
ト
制
に
よ

り
、
夜
間
勤

務
に
該
当
す
る
午
後
１0
時
か

ら
午
後
１１
時
も
正
規
の
勤
務

時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

夜
間
勤
務
手
当
を
支
給
し
て

お
ら
ず
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
速
や
か
に
支
給
す
る
た

め
、
補
正
予
算
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

要
望
意
見
書

　
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
見
直
し
に
関
す
る

要
望
意
見
書
」
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。

い
る
。
町
内
に
も
検
査
場
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
予
算
額
に
つ
い
て

も
、
も
う
少
し
計
上
し
た
ほ

う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長

　
　
　
提
案
し
た
助
成
金
は
、

行
政
検
査
や
無
料
検

査
で
拾
え
な
い
部
分
を
カ
バ

ー
し
て
い
こ
う
と
い
う
制
度

で
あ
り
、
感
染
が
落
ち
つ
き
、

行
動
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き

に
、
例
え
ば
検
査
キ
ッ
ト
を

購
入
し
て
陰
性
を
確
認
し
た

い
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
利

用
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
予
算
額
は
今
年
度
見
込
ま

れ
る
分
を
想
定
し
て
計
上
し

て
お
り
、
新
年
度
予
算
で
も

計
上
す
る
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

上
地
議
員　

Ｑ
　
　
　
民
間
検
査
は
、
ど
こ

で
ど
う
や
っ
た
ら
い

い
か
、
わ
か
っ
て
い
な
い
方

入牧頭数が減少している町営牧野

水田活用の直接支払交付金の見直しに関する要望意見書（要旨）

　国では、令和４年度からの水田活用の直接支払交付金の見直しが行われ、今後５年間水稲の作付がされていなけれ
ば交付対象から除外される内容が示された。
　北海道の各地域では、昭和 40年代から生産調整に基づき、主食用米以外の地域の特色や気候に合った作物の作付
を行い、主食用米の需給安定と生産者の経営安定、地域の農業生産基盤の強化に努めてきた。大空町においても、過
去からの生産調整に協力し、収益性の高い作物の作付や畜産の導入などにより、地域農業の維持、振興に取り組んで
きた。
　今回の見直しでは、主食用米の需給のみならず、小麦・大豆等の作物の需給にも影響を及ぼし、農業経営の圧迫、
生産意欲の減退、離農者の増加、さらには地域経済への影響も大きく、食料の安定供給をも脅かしかねない。
　よって、今後の水田活用の直接支払交付金の取扱いにあたっては、地域の意見や実情に十分配慮し、農業者の経営
の安定が維持され、地域農業に混乱が起きないよう慎重な対応を強く要望する。

★上記の要望意見書を全会一致で採択し、国に対して提出しました。

採
択

45 大空町議会だより　第63号（令和４年２月）大空町議会だより　第63号（令和４年２月）



我が町政を問う

問
　
　
　
大
空
町
で
は
、
今
年

６
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
の
高
温
と
干
ば
つ
に
よ

り
、
一
部
の
農
作
物
は
大
き

な
被
害
を
受
け
た
が
、
女
満

別
高
台
地
域
の
一
部
は
、
畑

地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
が

さ
れ
て
い
た
た
め
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
。

　
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整

備
に
関
す
る
考
え
方
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
で

畑
地
か
ん

が
い
が
整
備
さ
れ

て
い
る
地
域
は
、

大
成
、
大
東
、
中

央
、
巴
沢
の
一
部

で
す
。

　
住
吉
、
豊
里
、

本
郷
地
域
は
河
川

の
水
利
権
を
有
し

て
い
る
た
め
、
畑

地
か
ん
が
い
が
可

能
な
地
域
で
あ
り
、
早
期
対

応
が
可
能
だ
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
地
域
は
国
営
事
業

と
道
営
事
業
を
併
用
し
た
整

備
と
な
り
、
多
額
の
事
業
費

と
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
要
望
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
各
地
域
と
協

議
を
し
て
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

産
業
課
参
事

　
　
　
網
走
川
中
央
地
区
か

ん
が
い
モ
デ
ル
事
業

の
住
吉
、
豊
里
地
区
の
か
ん

水
調
査
結
果
は
、
秋
ま
き
小

麦
以
外
の
作
物
の
か
ん
水
区

で
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
に
よ

る
調
査
で
は
、
畑
の
土
質
、

芋
の
品
種
に
よ
り
結
果
が
異

な
り
ま
す
が
、
か
ん
水
区
が

１
．
３
倍
か
ら
１
．
７
倍
の

増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
畑
か
ん
施
設
未
整
備

の
女
満
別
東
部
高
台

地
区
を
中
心
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
網
走
開
発
建
設

部
が
行
な
い
、
構
想
が
ま
と

め
ら
れ
た
が
、
事
業
化
に
向

け
た
具
体
的
な
動
き
に
は
至

っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
っ
て
い
く
の
か

伺
う
。 田

た
中
なか

裕
ひろ

之
ゆき

 議員

町
長

　
　
　
新
規
要
望
を
す
べ
て

満
た
す
た
め
に
は
、

現
在
の
古
梅
ダ
ム
の
水
量
だ

け
で
は
足
り
ず
、
新
規
の
水

源
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、

検
討
が
必
要
と
な
る
た
め
、

当
町
と
し
て
は
地
区
調
査
の

実
施
を
要
望
し
ま
し
た
が
、

当
時
、
美
幌
町
か
ら
は
「
施

設
の
老
朽
化
に
合
わ
せ
て
整

備
を
行
な
っ
て
は
ど
う
か
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
地
区
調

査
は
一
旦
休
止
と
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
本
年
度
の
干
ば

つ
状
況
も
あ
り
、
美
幌
町
で

も
地
区
調
査
の
必
要
性
や
気

運
が
高
ま
り
、
お
互
い
に
連

携
を
し
て
地
区
調
査
の
実
施

要
望
に
向
け
て
対
応
し
て
い

今
後
の
畑
地
か
ん
が
い

　
施
設
の
整
備
の
考
え
は

町
長
▼
各
地
域
と
協
議
を
し
、

　
　
　
検
討
し
た
い

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
調
査
を
進
め
る
中

で
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
女
満
別
低
台
地
区
の

干
ば
つ
の
対
策
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
施
設
整
備
や
備
品
購

入
に
よ
り
か
ん
水
を

行
え
る
地
域
で
あ
り
、
今
年

度
の
干
ば
つ
を
受
け
、
リ
ー

ル
マ
シ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

協
議
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

作
物
に
よ
っ
て
は
使
用
時
期

が
重
複
し
、
町
が
保
有
し
て

い
る
台
数
で
は
希
望
台
数
を

確
保
で
き
な
い
た
め
、
女
満

別
南
部
地
区
の
道
営
事
業
で

リ
ー
ル
マ
シ
ン
の
一
部
を
更

新
し
、
古
く
な
っ
た
リ
ー
ル

マ
シ
ン
を
低
台
地
区
に
貸
し

出
し
て
対
応
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

一般
質問

問
　
　
　
近
年
、
冬
キ
ャ
ン
プ

を
さ
れ
る
方
が
多
く
、

冬
期
間
営
業
を
行
な
う
キ
ャ

ン
プ
場
が
増
え
て
い
る
。

　
大
空
町
に
も
両
地
区
に
キ

ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
冬
期
間

の
営
業
を
検
討
し
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
在
、
女
満
別
湖
畔

キ
ャ
ン
プ
場
と
野
営

場
は
、
７
月
と
８
月
の
２
か

月
間
、
東
藻
琴
芝
桜
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
は
、
７
月
か
ら
９

月
の
３
か
月
間
の
営
業
と
な

っ
て
お
り
、
冬
期
間
は
炊
事

場
や
ト
イ
レ
の
使
用
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
道
内
で
冬
期
間
営
業
し
て

い
る
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
冬
も

使
用
可
能
な
ト
イ
レ
、
屋
内

の
炊
事
場
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や

コ
テ
ー
ジ
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
の
設
置
な
ど
、
吹
雪
の
際

に
避
難
で
き
る
体
制
も
含
め

て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

町
で
冬
期
間
の
キ
ャ
ン
プ
場

を
運
営
す
る
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
な
か
な
か
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
ず
は
営
業
期
間
の
延
長

な
ど
を
検
討
し
、
そ
の
延
長

線
上
と
し
て
、
冬
期
間
の
営

業
な
ど
に
つ
い
て
探
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
の
冬
期
間
営
業
を

町
長
▼
ま
ず
は
営
業
時
間
の
延
長
な
ど
を
検
討
し
、

　
　
　
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い

私も、今年還暦を迎え、
家内と共にお祓いに
行きました。

女満別高台地区に整備されている畑地
かんがい設備（多目的給水栓）

町
長

　
　
　
芝
桜
公
園
の
キ
ャ
ン

プ
場
は
、
冬
期
間
も

や
れ
ば
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
利
用
が
あ
る
の
か
、

運
営
が
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
試

験
的
に
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

よ
う
な
も
の
を
企
画
し
て
み

た
り
、
さ
ら
に
は
精
通
し
た

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
聘

し
て
み
る
こ
と
な
ど
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

可
能
性
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場

に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
将
来

的
に
は
誘
致
し
て
い
く
な
ど
、

そ
う
い
う
方
々
の
力
も
借
り

な
が
ら
試
験
的
に
や
っ
て
み

る
と
い
う
こ
と
も
可
能
性
と

し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
運
営
で
き
る
か

ど
う
か
、
課
題
を
整
理
し
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
問
題
な
い
と
の
回
答
で
あ

り
、
更
新
は
今
の
と
こ
ろ
令

和
６
年
度
以
降
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

問
　
　
　
東
藻
琴
地
区
の
干
ば

つ
対
策
は
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
河
川
か
ら
用
水
を
取

得
す
る
方
法
と
緑
ダ

ム
の
水
利
権
を
東
藻
琴
へ
譲

渡
し
て
も
ら
う
方
法
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
用
水
を
取
得
す
る
方
法
だ

と
多
額
の
事
業
費
と
時
間
を

要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

緑
ダ
ム
か
ら
の
用
水
供
給
は

１
市
３
町
の
協
力
や
理
解
が

得
ら
れ
れ
ば
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
関
係
者
と
調
整
を
進
め

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

女満別高台地区に営農用水を
供給している古梅ダム

多くのキャンパーで賑わう芝桜公園キャンプ場

問
　
　
　
東
藻
琴

芝
桜
公

園
キ
ャ
ン
プ
場

に
は
温
浴
施
設

が
あ
り
、
何
か

あ
っ
た
場
合
に

は
バ
ン
ガ
ロ
ー

に
避
難
す
る
と

い
う
こ
と
も
で

き
る
と
思
う
。

　
冬
キ
ャ
ン
プ

が
で
き
る
場
所

は
限
ら
れ
て
い

て
、
道
東
に
は

ま
だ
な
い
の
で
、

こ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
て
営

業
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

バンガローを活用することで
冬期間の営業ができないか
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我が町政を問う

問
　
　
　
大
空
高
校
の
農
畜
産

物
加
工
販
売
は
東
藻

琴
高
校
時
代
か
ら
続
い
て
お

り
、
交
流
マ
ル
シ
ェ
は
地
域

住
民
と
の
貴
重
な
交
流
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
新
設
の
大
空
高
校
は

総
合
学
科
に
再
編
し

た
こ
と
か
ら
、
食
品
製
造
や

食
品
衛
生
な
ど
の
課
程
が
な

く
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
教
育

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
現
状
で
は
、
旧
東
藻
琴
高

校
の
２
、
３
年
生
の
教
育
課

程
を
保
障
す
る
た
め
、
農
業

高
校
と
し
て
の
授
業
を
行
な

っ
て
お
り
、
実
習
畑
や
ハ
ウ

ス
で
栽
培
、
収
穫
し
た
農
作

物
を
味
噌
や
ジ
ュ
ー
ス
に
加

工
し
た
り
、
食
品
衛
生
に
つ

い
て
学
び
な
が
ら
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
や
ベ
ー
コ
ン
と
い
っ
た

肉
加
工
品
を
製
造
す
る
実
習

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
流
マ
ル
シ
ェ
や
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
生
徒

た
ち
が
農
業
教
育
を
学
ん
だ

成
果
を
地
域
の
方
々
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
教
育
実
践
活
動
の
柱

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
生
徒
た

ち
の
作
っ
た
農
産
物
加
工
品

や
肉
加
工
品
、
鉢
花
や
野
菜

な
ど
を
買
い

求
め
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
旧

東
藻
琴
高
校

が
築
い
て
き

た
食
品
加
工

の
技
術
を
何

ら
か
の
形
で

継
承
し
て
い

か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
、

ど
の
よ
う
に

教
育
活
動
に

上
うえ

地
ち

史
ふみ

隆
たか

 議員

関
連
づ
け
る
か
な
ど
、
学
校

の
考
え
も
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
食
肉
加
工
が
な
く
な

る
と
、
マ
ル
シ
ェ
の

開
催
が
難
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
地
域
と
協
働
し
な

が
ら
残
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長

　
　
　
マ
ル
シ
ェ
は
、
地
域

の
方
々
に
と
っ
て
も
、

地
元
の
高
校
生
の
活
動
を
知

り
、
実
際
に
生
徒
と
交
流
す

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　
継
続
す
る
た
め
に
は
、
販

売
で
き
る
加
工
品
自
体
の
数

が
一
定
量
確
保
で
き
な
け
れ

ば
厳
し
い
た
め
、
例
え
ば
教

科
外
活
動
と
し
て
生
徒
が
作

製
す
る
方
法
、
設
立
を
予
定

し
て
い
る
大
空
高
校
の
地
域

支
援
組
織
が
主
催
す
る
事
業

と
し
て
休
日
な
ど
に
作
製
す

る
方
法
、
ま
た
、
学
校
開
放

事
業
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん

に
作
製
を
し
て
い
た
だ
く
方

法
も
十
分
考
え
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
交
流

マ
ル
シ
ェ
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ー
ケ
ッ
ト
を

今
後
も
継
続

で
き
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
を

模
索
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
　
　
　
技
術

の
継

承
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

農
畜
産
物
加
工
・

　
販
売
を
残
し
て
ほ
し
い

教
育
長
▼
伝
統
や
技
術
を
残
せ
な
い
か

　
　
　
　
検
討
し
た
い

教
育
長

　
　
　
東
藻
琴
高
校
が
長
年

に
わ
た
っ
て
培
っ
て

き
た
技
術
を
継
承
す
る
た
め

に
は
、
人
材
の
育
成
が
最
も

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
先
進

事
例
も
参
考
と
し
、
方
向
性

を
定
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

一般
質問

問
　
　
　
高
齢
者
や
重
度
の
障

が
い
を
お
持
ち
の
方

の
外
出
機
会
の
創
出
、
生
き

が
い
づ
く
り
、
買
い
物
な
ど

を
支
援
す
る
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
、
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
２
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
追
加
交
付
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
分
を
申

請
さ
れ
な
か
っ
た
方
が
い
た

た
め
、
交
付
率
は
減
っ
た
も

の
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
交
付
率
は
、

１１
月
末
現
在
で
68
％
、
最
終

的
に
は
も
う
少
し
伸
び
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
交
付
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
47
％

の
方
か
ら
「
満
足
」
、
「
や

や
満
足
」
と
い
う
回
答
、
25

％
の
方
か
ら
「
普
通
」
と
い

う
回
答
を
い
た
だ
き
、
一
定

程
度
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
受
け
と
め
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
伺
っ
た
中
で
、
よ
り
使

い
や
す
く
な
る
よ
う
な
事
業

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

券
を
使
わ
な
い
理
由

と
し
て
、
「
お
釣
り
が
で
な

い
」
、
「
も
っ
た
い
な
く
て

使
え
な
い
」
と
い
う
声
も
聞

い
て
い
る
。
商
品
券
と
同
じ

よ
う
に
金
額
を
統
一
し
て
枚

数
を
多
く
配
付
し
た
ほ
う
が

使
い
勝
手
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
。

　
ま
た
、
申
請
に
つ
い
て
も

簡
略
化
で
き
な
い
か
。

町
長

　
　
　
社
会
の
動
向
を
捉
え

な
が
ら
、
町
民
の
ご

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

制
度
に
な
っ
て
い
く
よ
う
、

さ
ら
な
る
検
討
を
行
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
に
つ
い
て
も
、

確
か
に
役
場
の
窓
口
ま
で
来

ら
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
民
生
委
員
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
訪
問
員
の
協

力
も
い
た
だ
き
、
職
員
や
保

健
師
が
直
接
訪
問
し
て
交
付

手
続
き
を
す
る
こ
と
も
対
処

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
券
を

　
使
い
や
す
く
で
き
な
い
か

町
長
▼
今
後
も
使
い
や
す
さ
を

　
　
　
追
求
し
た
い

皆さんは夢をお持ちでしょ
うか？私の幼稚園からの夢
は、自分の生まれ育った町
を良くすることでした。実現
はできていませんが、いつか
叶えたいと大人になった今で

も思い描いています。

総合学科に再編して開校した大空高等学校

問
　
　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
は
、
各
地
方

公
共
団
体
の
地
方
版
総
合
戦

略
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
地
方

創
生
に
関
す
る
事
業
に
対
し

て
、
企
業
が
寄
附
を
行
な
っ

た
場
合
に
、
当
該
寄
附
に
つ

い
て
税
の
優
遇
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
だ
が
、

町
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
に
お
い
て
は
、

第
１
期
総
合
戦
略
に

お
け
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
度
に
制
度
が
簡

素
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

第
２
期
総
合
戦
略
の
地
域
再

生
計
画
を
同
年
９
月
に
提
出

し
、
１１
月
に
認
定
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ

ち
ら
も
現
段
階
で
の
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
　
　
近
隣
自
治
体
で
は
寄

附
者
が
興
味
や
関
心

を
持
つ
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
始
め
て
い
る
。

私
た
ち
の
町
に
お
い
て
も
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
人
口
が
減
少
し
、
町

税
や
地
方
交
付
税
が

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
個
人
の
ふ
る
さ
と
納

税
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
版
の

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
有
効

に
活
用
し
て
い
く
べ
き
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
に
と
っ
て
財
源
を

確
保
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

制
度
を
通
じ
て
企
業
と
自
治

体
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

つ
く
っ
て
新
た
な
可
能
性
を

生
み
出
し
て
い
く
、
そ
れ
が

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
若
い
職
員
を
中

多くの住民が訪れた東高交流マルシェ（平成 30年）

心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
つ
く
り
、
我
が
町
が
訴
え

て
い
く
事
業
は
何
か
と
い
う

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
そ
れ
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
ど

も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
受
け
皿
は
で
き
て
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が

ま
だ
で
あ
り
、
今
後
、
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

寄
附
者
で
あ
る
企
業
が
関
心
を
持
つ

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
べ
き

町
長
▼
若
手
職
員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も

　
　
　
活
か
し
て
い
き
た
い

現在交付されているタクシー券
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我が町政を問う

三
さん

條
じょう

幸
ゆき

夫
お

 議員

一般
質問

問
　
　
　
近
年
、
大
人
が
担
う

よ
う
な
家
族
の
世
話

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
た
ち
（
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
）
の
こ
と
が
マ

ス
コ
ミ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
大
空
町
に
も
対
象

と
な
る
よ
う
な
子
ど
も
が
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
実
態
の
把

握
と
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
独
自
の
調
査
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す

る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
子
ど

も
が
い
れ
ば
、
担
当
課
や
関

係
機
関
な
ど
が
連
携
し
、
必

要
な
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

問
　
　
　
夫
婦
共
働
き
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
お
り
、

本
町
で
も
課
題
を
抱
え
て
い

る
事
例
が
あ
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
る
。

町
長

　
　
　
課
題
が
あ
る
家
庭
は
、

保
護
者
の
就
労
形
態
、

経
済
状
況
等
、
複
数
の
問
題

を
抱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
機

会
が
多
い
学
校
現
場
の
対
応

も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
と
き
は
、
速
や
か
に
関
係

部
局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

こ
の
問
題
に
対
処
し
ま
す
。

課
題
を
抱
え
る
子
ど
も

　
た
ち
が
い
な
い
か
危
惧

町
長
▼
関
係
機
関
と
連
携
し
、

必
要
な
支
援
を
行
な
う

早いもので４年になりま
す。なかなか思うような
質問ができず、時間だけ

過ぎ去ってしまいます。町
民の皆様が、健康で穏やか
な年となりますよう

祈っています。

問
　
　
　
空
港
、
Ｊ
Ｒ
の
利
用

促
進
の
た
め
、
関
係

機
関
へ
の
補
助
の
現
状
と
今

後
、
国
内
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運

航
誘
致
の
た
め
の
航
空
会
社

へ
の
支
援
の
内
容
と
実
績
、

町
民
へ
の
補
助
の
実
績
等
に

つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
空
港
の
利
用
促
進
の

た
め
、
新
規
路
線
の

就
航
や
機
材
大
型
化
な
ど
に

対
し
、
支
援
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
売
り
上
げ
が
大
幅
に
減

少
し
た
航
空
会
社
３
社
に
対

し
て
計
６
０
０
万
円
の
支
援
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航
に
伴
う
カ
ウ
ン

タ
ー
設
備
の
支
援
を
町
と
し

て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航

に
対
す
る
支
援
は
、
女
満
別

空
港
整
備
・
利
用
促
進
協
議

会
の
事
業
と
し
て
、
着
陸
料
、

保
安
料
、
停
留
料
、
空
港
ビ

ル
施
設
使
用
料
の
助
成
を
大

空
町
が
全
額
負
担
し
て
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
の
利
用
促
進
は
、
石

北
本
線
特
急
列
車
に
対
す
る

助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

周
遊
パ
ス
ポ
ー
ト
の
購
入
に

対
す
る
支
援
な
ど
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
女
満
別
空
港
整
備
・

利
用
促
進
協
議
会
の

構
成
市
町
村
な
ど
と
共
同
で

ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な
ど
、

攻
め
の
取
り
組
み
も
必
要
と

考
え
る
が
。

　
Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
関
係

市
町
村
が
も
っ
と
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
行
動
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
空
港
所
在
地
で
あ
る

大
空
町
が
率
先
し
て

利
用
促
進
に
取
り
組
む
姿
勢

を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
、

そ
し
て
、
周
辺
の
市
町
か
ら

も
応
援
を
い
た
だ
く
と
い
う

形
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
に
は
Ｊ
Ｒ
の
や
る
こ

と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
も

ら
い
、
地
域
は
利
用
促
進
な

ど
で
知
恵
を
出
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
公
営
住
宅
の
解
体
、

建
替
え
等
は
、
計
画

的
に
古
い
建
物
か
ら
進
め
ら

れ
る
と
思
う
が
、
今
後
10
年

の
見
通
し
、
用
途
廃
止
に
よ

り
転
居
を
さ
れ
る
方
へ
の
補

助
、
入
居
者
の
住
宅
の
不
具

合
等
へ
の
対
応
、
夕
陽
台
単

身
者
住
宅
の
老
朽
化
に
よ
る

建
物
内
の
改
装
等
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
在
、
町
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
建
替
え
事
業
等
を
１0
年
計

画
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
修
繕
等
の
対
応
は
、
来
庁
、

電
話
等
で
の
依
頼
が
中
心
で
、

年
間
６
０
０
万
円
程
度
の
予

算
を
計
上
し
、
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
夕
陽
台
単
身
者
住
宅
は
、

平
成
４
年
度
に
１
棟
８
戸
を

整
備
し
、
現
在
３
戸
が
空
室

状
態
で
す
。
建
物
内
を
改
装

す
る
か
迷
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

住
民

課
長

　
　
　
公
営
住
宅
の
建
替
え

な
ど
、
今
後
１0
年
の

見
通
し
と
し
て
、
用
途
廃
止

は
、
公
園
団
地
が
令
和
５
年

度
と
６
年
度
で
48
戸
、
青
葉

団
地
が
令
和
１３
年
度
に
８
戸
、

北
一
し
ら
か
ば
団
地
が
令
和

６
年
度
に
１0
戸
、
９
年
度
に

１2
戸
、
中
央
さ
く
ら
団
地
が

令
和
９
年
度

に
４
戸
を
予

定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

中
央
さ
く
ら

団
地
は
令
和

１0
年
度
か
ら

１6
戸
の
建
替

え
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
用
途
廃
止

に
よ
る
移
転

に
際
し
て
は
、

現
在
、
家
賃

の
減
額
、
移

転
補
償
費
を

通
常
の
倍
額

で
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
外
壁
や
屋
根
は
、
町

営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
計
画
的
に
修
繕

さ
れ
る
が
、
内
装
工
事
も
必

要
で
は
な
い
か
。
退
去
の
際

に
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
併

せ
て
修
繕
を
行
う
べ
き
だ
と

思
う
。

　
夕
陽
台
単
身
者
住
宅
は
、

壁
、
天
井
は
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
や
ト
イ
レ
も

黄
ば
み
、
床
も
傷
ん
で
い
る
。

建
物
は
ま
だ
数
十
年
の
残
存

価
値
が
あ
り
、
財
産
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
改
装
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
先
日
、
不
動
産
業
の
方
か

ら
「
大
空
町
に
転
居
を
考
え

て
い
る
方
に
公
営
住
宅
、
民

間
の
住
宅
を
紹
介
す
る
が
、

古
く
て
町
外
に
行
っ
て
し
ま

う
」
と
い
う
話
を
伺
っ
た
。

公
営
住
宅
や
単
身
者
住
宅
、

民
間
住
宅
等
を
よ
く
点
検
し
、

町
内
外
の
人
に
住
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
内
装
を
改
装
す

る
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
べ

き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　
ま
た
、
用
途
廃
止
に
よ
る

転
居
に
あ
た
り
、
現
在
使
用

し
て
い
る
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ

ラ
ー
等
が
そ
の
ま
ま
使
え
る

の
か
心
配
さ
れ
て
い
る
方
も

い
る
。
も
し
、
生
活
困
窮
者

の
方
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

一
律
の
補
助
対
応
だ
け
で
は

厳
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
。

町
長

　
　
　
大
切
な
の
は
、
そ
こ

に
長
く
住
も
う
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
あ
り
、
内
装
の
改
修

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

入
居
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
移
転
に
つ
い
て
は
、

生
活
面
も
含
め
、
相
談
に
乗

り
な
が
ら
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

公
営
住
宅
の
内
部
改
装
も

　
し
っ
か
り
行
な
う
べ
き

町
長
▼
入
居
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

　
　
　
内
部
の
改
装
に
努
め
る

老朽化による建物内の改修は（夕陽台単身者住宅）

空港に着陸したチャーター機

国内チャーター便の運航実績・補助金額
年度 航空会社名 便数 金額

Ｈ2３ 日本航空/
日本トランスオーシャン航空 5 ３１2

Ｈ24 日本航空/全日本空輸 6 47３
Ｈ25 エア・ドゥ 2 １１5
Ｈ26 日本航空/北海道エアシステム 5 492
Ｈ３0

フジドリームエアラインズ
6 6１8

Ｒ0１ 6 624
Ｒ0３ ３ 465

計 ３３ ３,099
空港及びＪＲ利用促進の町民への補助金
年度 補助内容 人数 金額
Ｒ0１ 石北線特急列車利用者

（往復最大8千円補助）

１42 80３
Ｒ02 ３2 １３9
Ｒ0３ 47 248

Ｒ0３ ＬＣＣ運航路線利用者
（往復最大5千円補助） 55 228

　　計 276 １,4１8
 ※ R03 は 12 月末時点 ／ 金額の単位：千円

議会インターネット中継・録画映像のお知らせ
　議会の情報公開を進めるため、審議状況をインター
ネット上でライブ映像、録画映像を配信しています。
　傍聴に行けない方など、ご家庭のパソコン、スマー
トフォン、タブレット等でご覧いただけます。

空
港
・
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
の
た
め

　
ツ
ア
ー
の
企
画
な
ど
攻
め
の
取
り
組
み
を

町
長
▼
大
空
町
は
空
港
所
在
地
で
あ
り
、
率
先
し
て
取
り

組
む
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議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。また、臨時町議会は必要に応じて随
時開かれますので、お気軽に傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

３月定例会は、

３月８日（火）から
開かれる予定です。

※新型コロナウイルス感染症対策のためマスクの着用・手指の消毒をお願いします。

我が町政を問う

問
　
　
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
本

町
の
課
題
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
本
町
の
調
査
結
果
は
、

全
道
平
均
と
比
較
し

小
学
校
は
、
国
語
が
「
や
や

低
い
」
、
算
数
が
「
ほ
ぼ
同

様
」
、
中
学
校
は
、
国
語
が

「
低
い
」
、
数
学
が
「
相
当

低
い
」
と
い
う
結
果
と
な
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
大
変

厳
し
く
、
重
く
受
け
と
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
に
お
い
て
自

分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
す

る
割
合
は
、
本
町
の
小
学
生
、

中
学
生
と
も
全
道
平
均
と
同

等
で
す
が
、
家
庭
学
習
を
１

日
１
時
間
以
上
す
る
割
合
は

本
町
の
小
学
生
、
中
学
生
と

も
全
道
平
均
を
下
回
り
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
１
日
３
時
間

以
上
す
る
割
合
は
全
道
平
均

を
上
回
る
と
い
う
結
果
も
出

て
お
り
、
学
習
規
律
の
徹
底

の
ほ
か
、
家
庭
学
習
時
間
の

不
足
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ

な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ま

で
、
学
校
に
よ
る
教
育
実
践

の
積
み
重
ね
や
教
職
員
の
研

修
、
補
助
教
員
の
配
置
な
ど
、

町
独
自
の
教
育
支
援
策
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
取
り

組
み
の
効
果
を
検
証
し
、
改

善
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
少
人
数

指
導
、
習
熟
度
別
指
導
や
チ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
長
期

休
業
中
の
補
充
学
習
な
ど
児

童
、
生
徒
一
人
一
人
に
対
応

し
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充

実
」
、
「
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
結
果
を
も
と
に
し
た

学
校
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
に

よ
る
学
習
指
導
の
工
夫
改

善
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
し
た
誰
一
人
と
り
残
す
こ

と
な
く
育
成
す
る
個
別
最
適

な
学
び
、
共
同
的
な
学
び
の

充
実
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

活
用
に
よ
り
、
説
明
を
聞
く

に
加
え
て
説
明
が
見
え
る
、

視
覚
情
報
を
強
化
し
た
授
業

づ
く
り
」
、
「
家
庭
学
習
、

宿
題
な
ど
全
校
統
一
し
た
取

り
組
み
に
よ
る
家
庭
に
お
け

る
児
童
、
生
徒
の
学
習
習
慣

の
定
着
」
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
生
き
る
た
め
に
必
要

な
学
力
が
一
人
一
人
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

一
層
努
力
し
ま
す
。

問
　
　
　
小
中
学
生
の
学
力
向

上
の
た
め
、
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
、

大
空
高
校
の
公
設
塾
を
有
効

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
町
独
自
の
高
校
魅
力

化
事
業
と
し
て
、
大

空
高
校
の
生
徒
を
対
象
と
し

て
週
３
回
を
基
本
に
公
設
塾

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
高
校
生
だ
け
で

は
な
く
、
地
元
中
学
生
の
体

験
入
塾
を
年
に
数
回
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休

み
や
冬
休
み
期

間
中
の
３
日
間
、

公
設
塾
の
講
師

が
中
学
校
に
訪

問
し
、
中
学
校

の
先
生
と
一
緒

に
学
習
指
導
に

入
る
な
ど
、
塾

と
中
学
校
と
の

関
係
も
深
ま
っ

て
き
て
お
り
、

公
設
塾
の
利
用

範
囲
拡
大
に
つ

い
て
も
、
今
後
、

検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
塾
の
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
現
在
も
東
京
農
大

の
学
生
に
入
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
高
校
生
の
今
後
の

活
躍
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能

で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
す
。
生
徒
同
士
の
交

流
や
先
生
同
士
の
交
流
、
ま

た
、
学
校
と
公
設
塾
の
関
わ

り
と
い
っ
た
も
の
を
絡
め
な

が
ら
、
学
び
の
環
境
を
よ
り

充
実
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
公
設
塾
の
良
さ
と
い
う
の

は
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

以
外
の
部
分
の
外
部
講
師
で

あ
る
と
か
、
テ
ー
マ
を
い
ろ

い
ろ
な
形
で
柔
軟
に
提
供
で

き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
く
一
人
１
台
端
末
が

整
備
さ
れ
、
小
学
生
も
中
学

生
も
高
校
生
も
同
じ
講
師
を

テ
ー
マ
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
設
塾
の
位
置
づ
け
は
、

今
後
、
大
き
く
期
待
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
中
学
校
と
高

校
だ
け
で
は
な
く
、
小
学
校

も
含
め
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一般
質問

学
校
、
家
庭
で
の

　
学
習
意
欲
の
向
上
を

教
育
長
▼
学
習
指
導
の
工
夫
改
善
や

　
　
　
　
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
に
努
め
る

齋
さい

藤
とう

宏
ひろ

司
し

 議員

大空町ふるさと応援寄
附金は、町外へのＰＲ
と有効な財源確保にも
つながります。

１人に１台貸与されているタブレット端末

問
　
　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
状
況
等
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
３
年
１2
月
１9
日

現
在
の
寄
附
金
は
、

４
，
５
８
５
件
で
１
億
9３
万

８
，
０
０
０
円
。
前
年
同
期

比
で
件
数
は
76
％
、
金
額
は

69
％
と
い
う
状
況
で
す
。　

本
年
４
月
、
「
さ
と
ふ
る
」

に
一
部
業
務
を
委
託
す
る
際
、

返
礼
品
の
ネ
ッ
ト
上
で
の
評

価
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
サ
イ
ト
へ

の
ア
ク
セ
ス
数
が
減
っ
た
こ

と
が
寄
附
件
数
の
減
少
の
要

因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
、
過
去
に
大

空
町
へ
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
に
対
し
て
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
配
信
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
獲
得
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
１１
月
末
現
在
で
、

７
２
７
人
か
ら
８
５
０
人
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
料
サ
イ
ト
内
の
広
告
を
活

用
し
て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
返

礼
品
を
掲
載
し
た
り
、
紹
介

ペ
ー
ジ
の
上
位
に
表
示
さ
れ

る
広
告
を
出
す
な
ど
、
目
に

つ
く
機
会
を
増
や
す
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、

寄
附
を
１
回

い
た
だ
く
と

返
礼
品
が
何

回
か
届
く
と

い
う
定
期
便
、

ま
た
、
複
数

の
事
業
所
の

特
産
品
を
合

わ
せ
て
定
期

便
化
す
る
方

法
に
よ
り
、

寄
附
額
を
高

額
に
持
っ
て

い
こ
う
と
努

め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
は
、
町
に
と
っ
て

も
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
確
保
や
開

拓
に
は
何
か
と
苦
労
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

返
礼
品
と
し
て
物
を
贈
る
だ

け
で
は
な
く
、
町
の
加
工
施

寄
付
金
の
返
礼
に
よ
る

　
大
空
町
の
魅
力
発
信
を

町
長
▼
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
む

設
を
活
用
し
た
チ
ー
ズ
づ
く

り
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
、

搾
乳
や
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
と
い

っ
た
体
験
型
で
の
返
礼
に
よ

り
、
大
空
町
の
魅
力
発
信
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
物
を
ご
用
命
い
た
だ

く
こ
と
ば
か
り
で
は

な
く
、
大
空
町
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
も

大
変
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。
産
業
開
発
公
社

や
他
の
事
業
者
の
方
々
と
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
検
討

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、

財
源
と
し
て
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
く
と
い
う
目
的
も
あ

り
ま
す
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
繋

が
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ふるさと応援寄附金の使途（令和２年度）
使途の指定 寄附金額 主な活用事業

未来を担う子どもたちを育む事業 7３,３95千円 幼稚園・小・中・高等学校の備品購入など
高齢者が健康でいきいきと暮らす事業 １１,290千円 緊急通報システム設置事業、高齢者移動支援事業など
魅力ある観光地づくりに関する事業 2１,269千円 ひまわり作付事業、朝日ヶ丘公園・芝桜公園管理運営費など
特に指定なし 85,550千円 移住・定住対策事業、花いっぱい運動推進事業など
その他の内容等 １2,499千円 図書購入、新型コロナウイルス感染症対策など

人気の高い返礼品「チーズオールスターズ」
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我が町政を問う

問
　
　
　
農
林
水
産
省
は
来
年

度
か
ら
、
消
費
が
落

ち
込
む
主
食
用
米
か
ら
他
の

作
物
へ
の
転
作
を
促
す
た
め

農
家
に
支
払
っ
て
き
た
交
付

金
の
条
件
を
厳
格
化
し
、
コ

メ
を
今
後
５
年
間
つ
く
ら
な

い
農
地
は
新
た
な
作
物
の
生

産
が
定
着
し
た
と
判
断
し
、

交
付
金
の
対
象
か
ら
は
ず
す

方
針
を
出
し
て
い
る
。

　
交
付
金
の
厳
格
化
方
針
に

つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
厳
格
化
が
実
施
さ
れ

た
場
合
、
令
和
３
年

度
の
実
績
ベ
ー
ス
で
は
年
額

４
億
３
，
０
０
０
万
円
の
交

付
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
地
域
１
２
２
戸

の
う
ち
１
１
６
戸
が
影
響
を

受
け
、
１
戸
あ
た
り
平
均
で

約
３
８
０
万
円
の
減
収
と
な

る
見
込
み
で
あ
り
、
影
響
は

非
常
に
大
き
く
、
廃
業
を
考

え
る
農
業
者
も
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
と
受
け
と
め
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
想
定
さ
れ
る
懸
念
事

項
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
今
ま
で
転
作
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
と
し
て
統
一
的
に
対
応

を
と
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
見
直
し
が
自

由
に
農
業
者
戸
別
の
対
応
で

実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
、
例
え
ば
、
個
人
の

判
断
が
優
先
さ
れ
て
、
「
①

復
田
」
、
「
②
転
作
畑
と
し

て
交
付
金
を
一
括
で
受
け
取

る
方
式
（
１0
ア
ー
ル
あ
た
り

１0
万
５
，０
０
０
円
）」
、「
③

５
年
間
は
と
り
あ
え
ず
転

作
」
な
ど
が
自
由
に
選
択
さ

れ
、
地
域
の
中
に
分
断
が
起

き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　
も
し
、
復
田
を
す
る
こ
と

に
な
る
と
、
品
質
や
収
量
は

十
分
な
も
の
に
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
し
、
水
稲
面
積
が

増
え
る
と
価
格
の
大
幅
な
下

落
に
繋
が
り
か
ね
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
畑
地
化
を
選
択
す

る
と
地
域
で
４
億
３
，
０
０

０
万
円
の
交
付
金
が
６
年
後

か
ら
は
な
く
な
る
た
め
、
農

業
者
個
々
の
収
益
の
悪
化
が

離
農
や
地
域
の
崩
壊
に
繋
が

っ
て
い
く
と
い
う
心
配
も
あ

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
田
」
の
評
価
は

「
畑
」
に
比
べ
て
高
い
価
格

で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

下
落
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

資
産
の
低
下
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
転
作
地
は
「
田
」

と
い
う
位
置
づ
け
の
た
め
、

水
利
権
の
問
題
が
発
生
し
、

土
地
改
良
区
の
維
持
管
理
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の

算
定
、
基
盤
整
備
事
業
に
影

響
や
制
約
が
出
て
く
る
可
能

性
な
ど
、
非
常
に
数
多
く
の

懸
念
材
料
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
　
　
　
交
付
金
に
関
わ
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
の
相
互
の
連
絡
調
整

を
緊
密
に
行
な
う
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

を
検
討
し
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
必
要
な
対
応
、
見

直
し
を
継
続
的
に
国
や
道
に

発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
関
係
機
関
へ
現
状
の

維
持
を
要
請
し
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来

私
た
ち
の
地
域
が
成
り
立
っ

て
い
く
方
法
は
何
か
を
し
た

た
か
に
考
え
て
対
策
を
練
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
再
生
協
議
会
の
水
田

部
会
な
ど
を
利
用
し
て
議
論

を
始
め
、
さ
ら
に
大
規
模
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
は
、
そ
う
い
っ
た

立
ち
上
げ
も
想
定
し
な
が
ら

こ
の
問
題
に
は
対
処
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
非

常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
受
け
と
め
て
、

今
後
、
対
応
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

一般
質問

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の

厳
格
化
に
対
す
る
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
必
要
な
対
応
を

町
長
▼
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
受

け
と
め
対
応
し
た
い

後
ご

藤
とう

　忍
しのぶ

 議員

この件に関する要望意見
書が議会において全会一
致で採択された事は、非
常に重みを感じます。麦などを作付している水田転作地

大空町の経営耕地面積の状況 （単位：ha）

経営耕地
面　積 田 畑 樹園地転作地 水稲
１2,55１ １,３4１ １8３ １１,02３ ４

 

問
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

地
方
自
治
体
の
裁
量

が
求
め
ら
れ
る
中
、
こ
れ
ま

で
の
経
済
対
策
及
び
感
染
対

策
の
検
証
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
経
済
対
策
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
は
、
町

民
生
活
へ
の
支
援
、
事
業
者

に
対
す
る
支
援
な
ど
、
マ
イ

ナ
ス
を
少
し
で
も
埋
め
る
た

め
の
対
策
に
主
眼
を
お
き
、

新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
宿
泊

支
援
と
い
っ
た
経
済
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
感
染
症

対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
経
済
対
策
で
は
回
復
か

ら
持
続
可
能
な
成
長
に
結
び

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
本
当
の

意
味
で
の
地
方
創
生
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
２
月
25
日
に
対
策

本
部
を
設
置
し
、
感
染
拡
大

防
止
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
向
け
た
準
備
を
始

め
て
お
り
、
１
、
２
回
目
の

経
験
を
踏
ま
え
改
良
を
加
え

る
な
ど
、
万
全
の
接
種
体
制

を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前
回
同
様
、
あ
ら
か
じ
め
日

時
と
会
場
を
指
定
し
て
接
種

券
を
お
送
り
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
一
般
の
方
へ
の
接
種
開
始

は
２
月
中
旬
頃
を
見
込
ん
で

お
り
、
４
月
に
は
終
え
る
こ

と
を
目
指
し
て
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
今
任
期
の
行
政
運
営

の
総
括
と
次
期
に
向

け
て
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
夢
を
絆
を
笑
顔
で
彩

る
大
空
町
の
実
現
と

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層

の
向
上
、
町
民
を
主
体
と
し

町
民
と
と
も
に
幸
せ
や
生
き

が
い
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

対
話
と
協
働
の
社
会
を
つ
く

り
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
実

現
し
、
働
く
人
た
ち
の
元
気

を
取
り
戻
し
、
生
活
者
の
安

心
を
確
立
す
る
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
実
施
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
４
年
間
で
形
と
な

っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、

ま
だ
形
ま
で
は
至
ら
な
く

と
も
方
向
性
を
示
す
こ
と

が
で
き
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
課
題
は
尽
き

る
こ
と
な
く
、
今
も
っ
て
多

く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
私
一

人
の
時
間
軸
で
解
決
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
に
は
継
続
性
が
必
要
で
す

が
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
も
大
切
で
あ
り
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
誤
る

と
失
速
し
て
し
ま
い
か
ね
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
女
満
別
町
長
選
挙

で
当
選
し
て
か
ら
、
自
身
の

引
き
際
を
常
に
考
え
て
き
ま

し
た
。
通
算
で
５
期
１9
年
間
、

町
政
を
担
う
立
場
と
し
て
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
頃
合
い
だ

と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
４
年
４
月
執
行
の
大

空
町
長
選
挙
に
は
立
候
補
し

な
い
と
改
め
て
決
断
し
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

一般
質問

次
期
に
向
け
て
の
考
え
は

町
長
▼
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
大
切
で
あ
り
、
次
期
町
長
選
挙

に
は
立
候
補
し
な
い

松
まつ

田
だ

信
のぶ

行
ゆき

 議員

まちづくりは生き物のよ
うに常に新たなニーズと
課題が生まれます。

持続可能なまちづくりを
目指すためにも、次世代
につなげることも私の
　　責務と考えます。

大空町で実施した主な
新型コロナ感染症対策事業

感染防止対策
・防護衣等衛生消耗品の購入
・公共施設水栓自動化改修工事
・休業要請協力金の支給
町民生活の支援
・臨時福祉商品券の給付
・高齢者等移動支援（タクシー券）
・困窮学生の支援
事業者に対する支援
・商工業の持続化支援
・誘致企業、路線バス事業者、航空

会社の支援
・飲食店の緊急支援
新しい生活様式を踏まえた対策
・テイクアウト導入経費の助成
・ＧＩＧＡスクール事業

今期で退任する
山下英二町長

山下町政５期目に取り組まれた主な事業
・女中大規模改修
・開陽中央線の整備
・認定こども園開設
・農業農村整備事業
・基幹水利施設の整備
・脳神経外科医療確保
・ＬＣＣの就航

・河川防災ステーション
整備事業に着手

・光通信網の整備
・大空高等学校の開校
・公設塾の開設
・刑務所住吉作業所用地

を活用した事業の着手
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Voice声町民の

『町民の声』・『有料広告』
を募集しています！

　議会だよりの裏表紙に、「町民の声」として、町民の

方の議会に対する思いや考えを掲載しており、寄稿い

ただける方を募集しています。

　また、「有料広告」として、民間事業者の広告を募集

しています。議会だよりは年４回、町内全世帯に配布

しており、広告料は１回３，０００円となっています。

　「町民の声」、「有料広告」の掲載希望がありましたら、

議会事務局までご連絡をお願いします。

問い合わせ先

大空町議会事務局　℡0152-74-2111（内線 266）

議　
　
長　
近
藤
哲
雄（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
深
川　
曻

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
田
中
裕
之

委　
　
員　
三
條
幸
夫

委　
　
員　
後
藤　
忍

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
て
２
年
、
町

民
皆
様
に
は
大
変
な
時
期
を
過
ご
さ

れ
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　私は大学３年生のころ祖父が亡くなり、その時に家業
を継ぐ決心をし、食肉専門学校、京都の老舗精肉店で
お肉のすばらしさを学び、修行を経て、(株)カネダイ大
橋牧場へ2017年にＵターンしてきました。
　その時に改めて、大空町は空気がきれい、夜空に目を
向ければ星がすごい、都会では考えられない素晴らし
いところで生まれ育ったんだなと実感しました。
　月日が経ち、感謝として何かこの地で出来ないかと思
い、2021年４月、「牛と肉と人をつなぐ」をテーマに大
空町東藻琴に「精肉店肉将」を開業しました。テーマに
賛同してくれた食肉専門学校の同期、精肉店の元上司

がスタッフとして、大空町に移住してくれました。
　大空町にはたくさんの魅力があります。私ができるの
は一生懸命牛を育て、精肉店を通し、知床牛の魅力を
伝え、購入しに来てくださった方々に、少しでもこの大
空町っていいところだなと思っていただけたら幸いです。
　コロナの影響もありますが、近い未来、大空町でも
人口が増え、移住してでも住みたいより良い町を目指し、
昔のようにたくさんの子供たちが外を走り回っている、
そんな大空町になったらいいなと切に願いながら、今後
とも大空ライフを楽しんでいけたらと思います。

大
おお

　橋
はし

　遼
りょう

　太
た

 さん
（精肉店 肉将 代表取締役社長）

なつかしの一枚

－ ロール転がし どってん酷 －
　８月の最終日曜日に開催されるノンキーランドふるさとまつ
りで会場を盛り上げている「ロール転がし どってん酷」。
　昭和60年から始まったロール転がしは、東藻琴地域ならで
はのユニークなイベントとして、平成元年には「北海道スポー
ツ100選」にも選ばれました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、ここ２年は開催に至っ
ていませんが、収束後は会場で野外バーベキューを楽しみなが
ら、参加チームの奮闘ぶりを応援していただければと思います。

（写真は、昭和61年の広報ひがしもこと10月号）

大空町へ感謝の
思い

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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